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環太平洋マップ国プロジェ

クト

北西クォドラント･パネルの作業の現状について

環太平洋マップ･プロジェク

ト北西ク方ドラン

卜･パネル

はじめに

環太平洋マップ･プロジェクトは太平洋地域に関係

する地球科学者の協力による太平洋の海底および隣接

陸域の地質および資源に関する情報を編集し解釈し

また図示するための努力の1つである.このプロジェ

クトは1974年8月ホノルルで開催された第1回環太平

洋エネルギｰ鉱物資源会議の準備の過程で1973年2月

に開始された.その窮極の目標は太平洋地域のすべ

てのエネルギｰ鉱物資源の探査と開発を促進し環境と

の調和を確保することである.プロジェクトの目的は

11)太平洋べ一スンの巨視的な資源分布に関係する地質エネ

ノレギｰおよび鉱物に関する最新の情報を一連の総合的な地

図にまとめること

(2)探査の指針として既知の資源と主要住地質学的特徴との

関係を図示すること

13)太平洋べ一スンの地質学的知識の現状とこの地域内での

地質ならびに資源に関する知識のギャップに注目すること

である.

マップ･プロジェクトは現在第1回環太平洋エネ

ルギｰ鉱物資源会議の際にこの会議を4年毎に継続的

に開催する母体として設立された環太平洋カウンシル

の活動の1つである.このカウンシルは13名のメンバ

ｰからなり米国の有名柱石油コンサルタントである

MichelT.HALB0㎜Yが議長米国地質調査所国際地質

部のJ.C.M1畑囲が副議長をつとめている.約半数

のメンバｰが米国内から残りが環太平洋各地域から選

出されているが日本から小林地質調査所長がメンバｰ

に加わっている.

環太平洋マップ･プロジェクトの組織

マップ･プロジェクトは政府民間および大学等の

各種の機関に所属する地質学者地球物理学者およびそ

の他の地球科学者の参加を容易にするため環太平洋地

域を北頂･南西･南東･北東の4つのクオドラントと南

極地域とにわけ5つのパネルを組織しそれぞれのパ

ネルに議長をおき総議長が全体の活動を総括している.

各パネルはそれぞれの部分の地質図地質構造図およ

び資源図の編集を担当←ている,

約100名の地球科学者が5つのパネルに登録され諸

地図の編集に貢献している.これらのメンバｰの大部

分は南極地域を除きそれぞれのパネノレの地域に居住

し勤務している.そのほか特定の項目や地域に関す

る編集に多くの人達が協力している.

地図作成作業の調整と推進のため米国内のメンバｰ

としてマップ調整コンサノレタント(主として地図の配

色記号･製図･印刷等の専門家)およびマップ情報コン

サルタント(特種な項目および電算機の専門家)が委嘱

されまた他の国際的な共同研究計画や地質図編集計

画と密接祖関係を保ち著名校研究機関に蓄積されてい

る資料の入手を容易にするために特別コンサルタント

が委嘱されている.このプロジェクトの総議長は米国

地質調査所国際地質部長JohnA.Rm醐UNDでその

下に2名の副議長がおかれいずれも米国地質調査所国

際地質部の職員である.このプロジェクトは個人参加

の形式をとった任意団体として運営されているが米国

地質調査所が予算をとって実際上編集作業の中心とな

っている.

東アジァｰ北西太平洋地域をカバｰする北酉クォドラ

ント･パネノレの議長には資源開発大学校理事長西脇親

雄が指名され北酉パネルは北東パネルとならんで最も

活発に活動している.西脇議長のもとに地質調査所海

外地質調査協力室が事務局を担当し国内では地質調

査所気象庁東京大学地震研究所石油開発公団およ

び石油資源開発(株)からメンバｰが参加している.

国外ではソ連韓国フィリピンタイマレｰシア

およびインドネシアの国立関係機関シンガポｰルに事

務局をおく東南アジア石油探鉱協会(SEAPEX)バン

コクに駐在する国連エスキャップ･アジア沿海鉱物資源

探査調整委員会(CCOP)事務局および米国地質調査所

からメンバｰが登録されている.北酉パネノレの編集事

業は東アジアの政府間協力機構であるCCOPの活動

に含まれているのでCCOP加盟国の政府機関におけ

る作業はこの意味でオｰソライズされており各国には

代表者(ナショナル･コレスポンデント)がおかれてい

る.

マップ･プロジェクトでは1975年以来毎年5月に�
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米国でパネノレ議長会議を開きパネノレ議長のほか主要狂

メンバｰが出席して地図の内容や編集について計画を

たて検討を行なってきた･北西パネルでは1974年

4月よりたびたび日本パネノレメンバｰの会合を開き具

体的な作業方針の検討や作業結果の評価を行なっている.

また1975年以来CCOPの年次会合の機会を利用し

て年1回パネル総会を開催している.

地図の種類と編集作業の目標

環太平洋地域は前述のように4つのクォドラントと南

極地域とにわけられそれぞれの地域について地理図

(GeographicMap)地質図(Geo1ogicMap)地質

構造図(TeとtonicMap)エネルギｰ資源図(Energy

Map)および鉱物資源図(Minera1sMap)の5種類の

地図が1千万分の1の縮尺で作成される.このほ

か地球物理図(Geodynam三｡sMap)の作成カ…検討さ

れている･また環太平洋地域全体カバｰする縮尺

2千万分の1の地質構造図および資源図が作成される

予定である.これらの地図はランベルト等積法を用い

るがそれらの投影の中心点は第1表に示す通りで第

1区および第2図は環太平洋地域の5つの部分の範囲を

示しそれらは互に重校りあうように定められている.

第1表現太平洋マップの投影の中心点

環太平洋マップ･プPジェクトの目標は1978年8月

再びホノルノレで開かれる第2回環太平洋エネルギｰ鉱物

資源会議までに原稿図を完成しその会場に展示するこ

とであったカミ現在の進行状況ではその達成は困難であ

ると思われる.しかしこの目標に近ずけるよう努力

が続けられている.す柱わち陸域の地質を1977年秋

地質構造図を1978年春に完成し資源図の大部分を1978

年8月までに完成する予定である.
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各種地図のべ一スとなる経緯度線等高線簿水

深線および水系を示す図面は1975年に米国地質調

査所によって完成し自動的に描画できるよう磁気テｰ

プに収録されまたマイラｰコピｰが作業用原図として

関係者に配布された.北酉クォドラントについては

パネル議長からの要望によって縮尺1000万分の1のべ

一スマップのほか500万分の1に拡大した図面も作成

された.

これらの袴地図の出版についてはいろいろな方法が

検討されたカミ結局環太平洋カウンシルの依頼により

米国石油地質学会(AAPG)が印刷･発行することとな

った｡このシリｰズの地図全部の印刷にはかなり大き

な資金を必要とするのでまず地理図を印刷しその

販売により資金を回収して次に出版される地質図の印

刷にあてるという回転資金方式をとることになっている.

地理図(GeographicMap)

地理図は前述のべ一スマップに地名を入れ着色し

たものである.地名についてはロｰマ字による表現

にいくつかの方法がある場合があり領有権で紛争中の

ものもあるので米国地質調査所の原案のコピｰをパネ
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第1図太平洋･クォドラント･マップの範囲

第2図太平洋一南極マップの範囲�
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ル議長が各国の代表者に送付して意見を求めた.ソ連

から水系の名称について意見カミ寄せられわが国の主張

は西脇パネル議長が総議長に書面で伝達した.また

米国地質調査所員が中国を訪問した際に地名の表現に

ついて意見が出された.結局地名は米国地名審議会

(uS･BoardofGeographica1names)で決めたもの

を採用しさらに地図の一個に特定の関係者の意見

を反映するものではないとのことわりがきを付記するこ

とになっている.マップ･プロジェクトの最初の出版

物として北西クオドラントの地形図が1977年6月に印

刷されるカミ普通に着色した地理図と2色刷で作業用

を目的とした白地図との2種類が発行されることになっ

ている.

地質図(Geo]ogicMap)

資源図のバック･グラウンドとして必要な地質ユニッ

トを示すものが地質図である.クオドラント間の地質

層序学的類似性を強調しとくにエネルギｰおよび鉱

物資源の分布に関係する顕著な不整合を強調することを

基本方針とし必要に応じてクオドラント毎に地質ユ

ニットの境界を変更するカミ対比できるユニットの色を

同じに定めおのおのの図の凡例でユニットの定義を示

すことになっている.海底については表層堆積物とヘ

ッドロック(基岩)とを示し大陸棚から深海底への相

関を強調する｡地質図は解釈を最少にとどめできる

だけ客観的に編集することが強調されている.地質図

の編集は陸域と海域とにわけて行恋われており陸域の
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第3図地質図に用いる時代区分とそのクォドラニ/ト間の対比

地質図の編集は最終段階に近ずいている.

地質図の編集には陸域の等高線を削除した1千万分

の1縮尺のべ一スマップを用いる.陸域の地質ユニッ

トすなわち時代区分は第3図のクォドラント間

の対比柱状図に示すように主要不整合により区切られ

ている.このような時代区分はオｰストラリア鉱物

資源局のH.F.DoUTc亘が世界地質図委員会南･東ア

ジア小委員会の地域地質構造図の凡例として提案した凡

例と同じ基本的概念にもとづくもので実際に酉脇パネ

ル議長の提案が採択されたものである.またこのよ

うな小縮尺の地質図は実質的に地質構造図に近いも

のであることを示している.

上記の時代区分は色わげで示され岩相一化学成分は地紋によ

り区別される.すなわち堆積岩は海成層と非海成相とに

わけ火成岩は噴出岩と貫入岩および珪長質珪長質→苦

鉄質と苦鉄質とにわける.超塩基性岩は別の色で示す.

これは超苦鉄質避入岩と海洋地殻に由来する火成岩とを含むカ茎

地質図ではそれらを分類せず地質構造図では両者をできるだ

け区別することとなった.また変成岩は低圧低温変成高

温(圧力は高圧から低圧にわたる)および高圧低温にわける.

断層または破砕帯は主要なものとくに地質ユニットの境界

となっているもので地表に変位があらわれている部分のみを

示すことになっている.

北酉パネノレでは1974年に広州治(当時地質部現国

際協力事業団)が目本および周辺地域の実験図を作成し

凡例の決定のための重要な資料として用いられた.最

終的な凡例による目本の地質図は1975年に猪木幸男

および吉田尚(地質部)によって作成された.クォド

ラント全域の編集は沢村孝之助(当時地質部現北海道

支所)によってはじめられパネノレメンバｰがいないイ

ンドシナ地域を中心として既存資料による編集を行注

第4図北西クォドラント地質図(陸域)仮編集図(1976年8月作成のもの

～沢村および野沢による)�
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った･沢村の転勤にともない野沢保(地質部)がプ

リンジパノレ･コンパイラｰとして総合編集を担当し桑

形久夫(海外室)が作図に協力している.1976年8月

にオｰストラリアのシドニｰで開かれた万国地質学会議

(IGC)にはクォドラント全域の仮編集図が展示され

た(第4図).

国外のパネノレメンバｰの貢献として全ソ同盟地質研

究所韓国資源開発研究所(旧地質調査所)フィリピ

ン鉱山局タイ鉱物資源局マレｰシア地質調査所およ

びインドネシア地質調査所から原稿図を受取った.ま

た中国の地質図は米国地質調査所のM.J.丁鵬皿州

カ…担当し北京地質科学院より最近出版された中華人

氏共和国地質図および地質構造図(縮尺400万分の1)

および東亜地質図(縮尺500万分の1)を基礎として

作成している.これらの原稿図に関する境界での地

質区分のくいちがい主要不整合面の多少のずれおよび

断層系の表現の精粗などはプリンジパノレ･コンパイラｰ

が調整し問題点を述べた文章を図面のはしに入れる予

定である.

海域の地質図についてはいくつかの実験図が作成さ

れ議論が重ねられたが次のような方針で早急に全域

の編集に着手する予定である.

北西パネルでは盛谷智之(海洋地質部)が海域の地

質図のプリンジパノレ･コンパイラｰに指名され編集作

業にあたっている.表層堆積物のデｰタを集録するた

め盛谷は佐野凌一(海外室)と協力してTE蜘ANに

よる原案にもとづいてコンピュｰタ処理用のデｰタシ

ｰト(第5図)を作成し1977年3月に各国の連絡者に

配布した.なおタイ鉱物資源局より1977年3月に送

付された地質図の原稿図には大陸棚の表層堆積物の分

布カミ記入されている.またソ連のサハリン総合科学

研究所大陸周辺地質研究室から西脇パネノレ議長に関係

資料が送付され協力の意向が表明されている.

地質構造図(TectonicMap)

地質構造図も資源図の基礎とたる情報を提供するもの

で表現可能な地殻の構造要素を強調する.縮尺およ

びべ一スマップは地質図と同様である.地質構造図で

は陸域の要素は資料があるカテぎり大陸棚の先端あ

るいは海溝まで延長する.またある程度編集者の解

釈が必要である.

地質構造図はいくつかの地球物理学的要素を含むよ

う計画され北西パネノレではできるだけ多くの地球物

理学の成果をとりいれるよう主張してきたが1977年5

海底とくに大陸棚のヘッドロックに関しては編集者

が表層堆積物およびベッド回ックの相対的な経済的重要性や

試料採取点の密度を考慮してどの程度の厚さの表層堆積物を

無視するかを決定する.

表層堆積物の基本デｰタとしてスクリップス海洋研究所

堆積物デｰタバンクのJaneZ.FR畑冊が作成した分布図を

用いる.この図は堆積物の岩相を(岩石または礫砂およ

び/またはシルト泥粘土珪質軟泥石灰質軟泥CaCO呂

30-60%同CaCO畠60%以上)の7つにわけてプロット

したものである.これに新しいデｰタを加え多数の資料が

集まると期待される大陸棚の地域については岩相の境界を引

き深海底の地域では編集者が適当と認める場合だけ境界を

引くことにする､ベッド回ックおよび堆積物の年代の信頼で

きるデｰタがある場合は色わけで時代を示す.

地図の一個により小さな縮尺の地図を入れて編集者の解釈

たとえば岩棚の分布と水深との関係によって引いた境界を示

す.

海山についてはか匁ゆ資料があると思われるので位置

岩相および時代をデｰタの有無にしたがって示すものとす

る.

深海掘削計画(DSDP)による掘削位置および柱状図を示

すがこれらのデｰタは米国地質調査所により編集される.

印刷の際には陸域と海域の区別を明瞭にするために海域にう

すい灰色の網目をかけることが考えられている.
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一56一

月のパネル議長会議で地質構造図と別に地球物理図

(GeodynamicsMap)を編集することが前向きに検討

され環太平洋カウンシルの会合で正式に認められる予

定である.

地質構造図の内容は次の通りである.

地質構造の特徴として榴曲ディアピｰル断層または破砕

帯LANDSAT(衛星)映像によるリニアメント火山およ

び震源分布を示すことになっている.

摺曲は背斜軸あるいは小榴曲構造の密集した地域を記号で示

しディアピｰル(岩塩または頁岩ドｰム)もその位置を記号

で示す.断煽または破砕帯は位置のみならず変位

の型を正断層衝上断層水平断層にわけまた潜在断層を

も示す､

LAN皿SAT映像によるリニアメントは上記の諾特徴の表現

に用いる黒色の線に対して茶色の線であらわして区別する.

火山は活火山と休火山とにわけ赤色の記号であらわす.

震源分布(サイスミシティ)は米国地質調査所で編集され

ほとんど完成している.1964年1月1目から1975年1月1

目までに起ったマグニチュｰド5から7.5までの地震を深さ

50･100･200･300･400･500･600および700kmを境にして

黒衣った色の点で示し1897年から1975年までに器械観測によ

って決定されたマグニチュｰド7.5以上の地震の震源を小さ
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第6図日本およびその周辺の新第三紀堆積盆地の分布数字は堆積

層の厚さを示す(宥和囲および小川による)

た円で示す.それ以前の大地震も記録のあるものは追加する.

これらの大きな地震を示す小円にマグニチュｰドおよび深さを

注記する.このようにベニオフ面をコンタｰを引かないで

表現するよう考慮されている.

堆積岩については変形していないかわずかに変形した堆

積岩カミ厚さ1kmをこえる陸域(大陸棚の先端まで)の堆積盆

地では1･3･5kmなどのアイソバック･コンタｰで厚さ

を示し深海底では100･200･300m等のアイソバック･コ

ンタｰで厚さを示す.このコンタｰまたは注記の厚さの数字

の色で基盤の時代を示しもしいくつかの時代の岩石の複合体

であればたとえば先新生代のような表現を用いる.層序

学的境界は必要在かぎり地質図からうつしかえ境界に斜交す

る短い線に時代に対応する色をつける.はなはだしく変形し

た成層岩体は変形した時代を色で示し榴出方向を短い線の

あつまりで地紋をかけたようにしてあらわす.これはメラン

ジュを含んでいる.

変成岩は地質図と同様に変成の時代を色で示し変成の

性質を地紋であらわす.変成の時期がいくつかある場合は

もっともはげしく変成した時代を示す.

火成岩も地質図と同様にあらわすができるだけ超塩基性

貫入岩と海洋地殻の火成岩とを区別しそれぞれ黒色および紫

色であらわす.

深海底の磁気縞模様(マグネティック･リニアメント)

は震源分布とともに地球物理学的要素であるが地質構造図

に含める.主として地球物理学的根拠によって確認された

深海底のトランスフォｰム断層は上述の方法に従って表現

される.基盤に到達したすべての深海掘さく(DSDP)

のさく井地点で玄武岩のカリウムｰアノ1ノゴン年代または玄武

岩を覆う堆積物の最も古い古生物学的年代を示す.

北西パネルでは野沢をプリンジパル'コンパイラｰ

に指名して地質構造図の作成を準備しているが総合編

集はまだ行なわれていない.既に全ソ同盟地質研究

所韓国資源開発研究所フィリピン鉱山局タイ鉱物

資源局およびマレｰシア地質調査所より陸域の原稿図が

送られてきている.しかしこれらの原稿図のなかに

は内容が充分固まってい粗かった初期に作成されたも

のもあり凡例の理解についても統一されていたい.

したがってプリンジパノレ･コンパイラｰがある特定の

地域について標準の原稿図を作成しいままでに提出さ

れた原稿図の改訂を依頼する必要がある.

一方石和日ヨ靖章(石油開発公団石油開発技術センタ

ｰ)は小川克郎(現在物理探査部)その他の協力によ

り地質構造図およびエネルギｰ資源図の編集のために

日本およびその周辺海域の堆積盆地のアイソパック図を

作成しCCOPTechnica1Bunetinの第10巻(1976年12

月行発行)に公表した(第6図).また佐野はクォド

ラント全域にわたって出版された堆積盆地のアイソパ�
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ックに関する資料を収集し桑形の協力によりべ一ス

マヅプにプロットしている.

LANDSAT映像によるリニアメントは米国の専門家

によって作成される予定であったが現在ではモザイ

クの作成または購入を含めて北西バネノレで準備するこ

とになった.星野一男(燃料部)その他が東北地方およ

び中国･四国地方の縮尺40-50万分の1のモザイクから

抽出したリニアメント･マップを1千万分の1に縮めて

みたが顕著狂リニアメントだけをとりだすには小縮尺

のモザイクを利用する方がよいことカミわかった.1977

年5月開かれたパネル議長会議の際米国地質調査所で

作成された中国の縮尺400万分の1のモザイクを入手し

たのでこのモザイクによって松野久也･長谷紘和

(ともに環境地質部)および星野が実験的に作業をはじ

めている.松野の予備的な研究によれば縮尺100万

分の1程度のモザイクによってリニアメントを引き連続

性を検討しながら取捨選択するのがよいとのことで中

国以外の地域については100万分の1縮尺の衛星映像

モザイクを米国から購入する予定である.

地球物理図(Geodynam1csMap)

地球物理図は地質構造図の検討から発展したもので

地殻構造の地球物理学的要素を強調し資源図の基礎と

なるものである.1977年5月のパネル議長会議で次の

ような内容が提案された.

ることカミ期待されている.

このほか古地磁気デｰタの図示も考慮することが希望

されている.

以上の内容はいくつかの実験図を作成しながら検

討する必要がある.すべての内容を1枚の図にまとめ

ることは不可能で何枚かの図にわける必要がある.

北西パネノレでは1974年にパネルが組織された時から

地球物理図の作成を重視して上田誠也(東京大学地震

研究所)および安井正(気象庁海洋気象部現函館海洋

気象台長)をメンバｰに加えた.上回ヨが議長に指名さ

れている国際ジオダイナミクス計画(ICG)の第1作業

グノレｰプ(WG-1一画太平洋)では当時独自の資料

編集計画をたてていたが環太平洋マップ･プロジェク

トをはじめいくつかの編集計画と重複する可能性があ

るのでとりやめとなった.このようないきさっもあ

って北西パネノレはIGCのWG-1と密接な関係をた

もって作業を進めることになっている.

1974年に主として上部マントル･プロジェクト(U

MP)の成果としてまとめられた資料を利用して日本

およびその周辺の地域の重力異常･全磁力異常･熱流量

･地震の震源･古地磁気および温泉などのデｰタを数枚

の図にまとめた.この作業に対して安井伊勢崎修

弘(現神戸大学)および角清愛(環境地質部)カミ協力し

作図は主として松田武雄(物理探査部)が担当した.

重力異常として陸域のブｰゲｰ異常および海域のフリｰ

エアｰ異常を25-50mga1の間隔のコンタｰで表現する.

屈折地震探査によってきめられたモホ不連続面の深さを

5kmのコンタｰで示す､

簸源針布は地質構造図と同様に表現する.地震の初動分

布による発震機構は初動分布の下半球への等積投影いわゆる

ビｰチボｰルで示し震源の深さの色わけに対店する色をつけ

る.ビｰチボｰノレの位置は原則として震央に一致させる.

地殻隷流鐙は観測億を25･50･75･100･150および200

mi11iwatts(mw)/m空(100mw/m2=2.39HFU)の範囲で区

切り異なった色の正方形の記号で示し200mw/m2以上の

値の記号には観測値を注記する.

中新世以後の火山の型活動および岩石型を示すため

前2者は記号の形を変え後者は色を変えてあらわす.国際

火山学地球内部化学協会(IAVSEI)の世界火山学図作業グル

ｰプによって世界の中新世以後の火山のデｰタシｰトおよび

索引図がまとめられ完成した地域から順次出版されているの

でこの成果を利用することができる.上記の火山の分類に

ついて米国地質調査所から試案が出されているが地殻構造

の発達史を表現できるような分類を採用するよう十分検討す
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第7図日本の花筒磐類の絶対年代1千万分の1の図に記入

できるようにまとめた(野沢および東田による)�
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これらの実験図は地質構造図の凡例の検討や地球物理

図の内容の構想に貢献した.

1975年から1976年にかけて絶対年代デｰタの編集を検

討した.野沢および柴田買(技術部)は日本の花闇岩

および変成岩に関する膨大な測定を整理して縮尺1千

万分の1の絶対年代図を作成した(第7図).また上

田の要請によって小島稔(東京大学理学部)その他は

北酉クオドラントの海山および島喚の絶対年代の測定値

のリストを作りべ一スマップにプロットした(第8図).

これらは地質図や地質構造図の編集にも利用される.

伊勢崎はまた磁気縞模様の編集に従事している.

この作業カミ完成すれば海域の地質構造図への寄与と

なる(第9図).

1976年から1977年にかけて地殻熱流量図のコンピュ

ｰタによる作成が行荏われた.カナダ･エネノレギｰ鉱

山資源省のA･M･JEssoPその他は世界中の地殻熱流量

の測定をまとめこれを出版するとともに世界デｰタ

センタｰA(WDC-A)に登録した.WDC-Aで作成

した磁気テｰプが上岡に送付されたので石油開発技術

センタｰの大型プロッタｰを用いて地殻熱流量の値を

いくつかの範囲にわけて記号で区別しべ一スマヅプと

同じ投影法で自動的にプロットした.この作業は小川

が担当した･この結果WDC-Aのデｰタでは不十分

匁ことが明らかとなったので安井が新しく公表された

デｰタを追加し1977年はじめに地殻熱流量デｰタの

磁気テｰプを完成した.さらにべ一スマップから海

岸線をディジタイズして磁気テｰプに集録し海岸線も

自動的に描画できるようにした(第10区および第11図).

これらの作業のために開発されたプログラムは今後行

なわれる各種デｰタのプロットに利用できる.小川は

桑形の協力によりべ一スマップ上にプロットされたデ

ｰタの位置の経緯度をディジタイザｰを用いて自動

的に求めるプログラムを開発中でこのように一連のプ

ログラムを準備することによってマップ･プロジェク

トのための自動作図システムを完成する予定である.

IGCのWG-1のプロジェクトとしてオｰストラリ

ア鉱山局のD.DE畑ム皿は西太平洋地域の発震機構の研

究の諸結果を編集し磁気テｰプに集録した.このデ

ｰタはWDC-Aに登録されプリントアウトカミ出版さ

れた.米国地質調査所ではこのデｰタの一部を選択し

べ一スマップ上にビｰチボｰルで表現した(第12図).

国連エスキャプ･アジア沿海探査委員会(CCOP)お

よび政府間海洋学委員会(IOC)の共同地域IDOE(国

際海洋探査10年)研究プロジェクトとして東南アジア

の地質構造と資源の研究(SEATAR)が関係国の協力

で実施されているカミ米国科学財団(NSF)カミ組織した

SEATARの国内運営委員会では第1期の事業として

北緯45｡から南緯15ほでおよび東経90｡から同!50｡ま

での海域の既存資料の編集を行なってきた.Lamonト

Doherty地質研究所のD.E.HAYEsが中心となってこ

の編集計画を進め重力異常全磁力異常熱流量堆

積物の熱伝導率地震の震源発震機構反射および屈

折地震探査による堆積層厚および古地磁気などをとりあ

げ赤道で縮尺100万分の1メカトｰル投影で表現する.

この計画は1977年前半に終了する予定で北酉クォドラ

ントの地球物理図の編集に大きく貢献することが期待さ

れる.

このように地球物理図は日本および米国のパネノレメ

ンバｰにより実験的に編集カミ進められ国際的な編集計

画からデｰタの提供をうけることが考えられている.

第8図北西クォドラントの海山および島鰯の絶対年代(小島兼岡お

よび斉藤による)

第9図北酉クォドラントの海底の磁気縞模様(伊勢崎による)�
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第10図

地殻熱流量図のコンピュ

ｰタによる作図のフロｰ

チャｰト(小川による)
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第11図

北西クォドラントの地殻

熱流量図の一部基本

デｰタとしてWDC-A

の磁気テｰプを用いた

(上閏安井および小川に

よる)
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しかし地図の内容の具体的な表現法が確立されるとと

もに北酉クォドラント内の他のメンバｰからも原稿図

やその他の資料がよせられることと思われる.

エネルギｰ資源図(EnergyMap)

エネルギｰ資源図は固体･液体および気体のエネルギ

ｰ原料の鉱床の分布と地質学的特徴との関係を示すもの

である.その内容は次の通りであるが編集の過程で

若干の変更があると思われる.

地質学的特徴を示すバックグラウンドとして地質構造図

から地質構造の特徴および火山堆積盆地主要な層序学的

ユニットの境界および基盤地域をとりだして示す.堆積盆地

は地質構造図と同じように基盤の時代に対応する色のアイ

ソバック･コンタｰであらわす.基盤地域は貫入岩火山岩

および変成帯を含み灰色で印刷する予定であるカミ時代や型

を区別するために着色した地紋をかけることも検討する.

エネルギｰ資源として石油(または石油および天然ガス)

天然カスタｰルサンド油母頁岩石炭杉

原料鉱物および地隷をとりあげそれらの鉱床の存在

範囲(いくつかの鉱床か密接している場合を含む)または位置

を示す.石油(または石油および天然ガス)タｰルサンド

および油母頁岩は緑天然ガスは赤石炭は茶および杉原料

鉱物(ウラン/トリウム)は紫を用い存在範囲を示すかこみ

の中に引く線の角度や記号の形で細かい分類を示す.石炭は

無煙炭渥青炭準歴青炭および褐炭にわける･地熱地帯の

分類と評価は米国地質調査所のUSGSCircu1ar726(1975)

米国の地熱資源の評価に準拠する.

堆積盆地の名称や特徴は堆積盆地に適当な順序で番号を

つけ別表によって示す.深海域の部分が空白となるのでこ

こにその表を入れ番号堆積盆地名巨大油田(可採鉱量5

億bbZ以上)および巨大ガス田(可採鉱量3兆f3以上)の数

石油･天然ガスおよび石炭を産出する地層の時代石炭カミ粘結

性であるか匁いかおよび低硫黄であるか放いかを示す.

地殻熱流量は地球物理図の場合と同じように詳しくデ

ｰタを示すことは困難であろう.

上記のエネルギｰ資源のすべてを1枚の図にまとめる

ことは困難で地熱資源は関連する地球物理学的デｰタ

とともに地球物理図のうちの1枚として作成すること

も考えられる.杉原料資源はエネルギｰ資源図に入れ

る必要はないという意見もある.これを入れるとして

も鉱物資源図からうつしかえれぱよいから作業として

は簡単である.

北酉パネルではパネルを組織した時に石印閏およ

び池辺穣(石油資源開発株式会社)を炭化水素担当のパ

第12図北酉クォドラントの地麗の発震機構Denh伽のデｰタによ

リ米国地質調査所でプ回ットしたもの�
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策13図日本の炭田分布図(曽我部による)

ネルメシバｰに依頼し日本およびその周辺の堆積盆地

図をたびたび試作してエネルギｰ資源図の凡例の検討

を行なってきた.最終的な堆積盆地図については地質

構造図の項でのべた通りであるが1977年5月のパネル

議長会議での展示用に縮尺500万分の1の図面も作成さ

れた.

1976年から曽我部正敏(燃料部)を石炭担当のパネノレ

メンバｰに依頼した.曽我部は佐藤良昭(燃料部)と

ともに石炭の埋蔵量カロリｰによるランクおよび低硫

黄炭などの定義について検討し日本の石炭鉱床の分布

図を作成した(第13図).

1975年はじめに東南アジア石油探鉱協会(SEAPEX)

から東南アジア各国の油田･ガス田および油徴･ガス徴

の資料が送付され桑形のべ一スマップにプロットした.

また韓国資源開発研究所から初期のエネルギｰ資源図

の凡例による原稿図を受取っている､

このようにエネルギｰ資源図の編集はまだあまり進

んでいないが地質構造図の編集が進めばその内容か

ら考えて比較的容易に完成するのではないかと思われる.

鉱物資源図(Minera1sMap)

鉱物資源図は鉱床の主要な型の分布と鉱床区とを示し

地質学的特徴との関係を示すことである.鉱物資源図

の内容の検討は世界地質図委員会(CGMW)の鉱床

生成図のコオｰディネｰタｰもっとめている米国地質調

査所のP.W.GUILDが中心となっているが鉱物資源

図は鉱床生成図としてではなく鉱床生成を考慮した鉱

物分布図として作成されるものである.鉱物資源図の

特徴はコンピュｰタｰ･バンクのためのデｰタシｰトの

作成を並行して行なっていることである.

このデｰタシｰト(第14図)は5枚のIBMカｰドに穿孔する

内容を記入するようになっているが最初の3枚は指定された

デｰタを記入し他の2枚は補足的なデｰタのために記入者が

自由に記入できる.最初の3枚のカｰドのために記入する項

目はカｰドイデンテイフイケｰション(記入者のコｰドと記

録番号)のほか経緯度･クォドラントの別･国名および主要

行政区画名を含む鉱床の佳麗鉱床の名称主要鉱

拓および脈石鉱物鉱床型鉱床生成の時代鉱床

の規模(鉱鐙)鉱床の生産状況生産の開始また

は終了の年代などを記入するが最初のカｰド(A)の右端

を利用して鉱床の分類によってきまる鉱床の記号の色と形に

関するコｰド･鉱床型のコｰドおよび鉱床の規模(鉱種毎に指
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第14図鉱物資源図の作成と鉱床デｰタバンクのためのデｰタシｰト(GUILDの原案による)
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第15図鉱物資源図のための鉱床の分類と記号�
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定された範囲で大中小にわける)のコｰドを含む鉱物資源

鉱量については公表を好ま次い企業または国があることを考慮葦

して西脇パネル議長の主張によって大中小の分類のみを報

告すればよいことにしてある.

深海域ではマンガン団塊の個体群密度(popu1ationdensity)

で示すこととたった淋主としてScripps海洋研究所の堆積

物デｰタバンクが利用されるであろう.

北酉クォドラントでは大町北一郎および山田敬一

(いずれも鉱床部)ならびに嶋崎吉彦(現在エスキャプ

事務局鉱物資源課長)がパネノレを組織した当初から

日本の鉱物資源図を実験的に作成し内容の検討を行な

い北西クォドラントに特有な鉱床の分類の追加を主張'

した.1977年5月のパネノレ議長会議のために凡例に

従った縮尺500万分の1の鉱床分布図を作成し(第16図)

デｰタシｰトの記入を行狂った.コンピュｰタによる

処理は前述のように可能であるがまだ着手されてい祖

レ､.

一方韓国資源開発研究所タイ鉱物資源局およびマ

レｰシア地質調査所から縮尺500万分の1の原稿図を受

取った.これらの原稿図に記載されている鉱床の大部

分は規模.1小"のものであるがかなりの数にのぼり

1000万分の1の図面に縮少することは不可能であって

クォドラント全域の鉱物資源図を作成するためには別

の規準によって小規模の鉱床の大部分を無視するか鉱

床群として示すことカミ必要である.

ソ連および中国については国情から個別の鉱床のデ

ｰタを公表することは困難であろうと思われる.西脇

パネル議長はソ連にはデｰタシｰトの記入は依頼せ

ず鉱物資源図の原稿図を作製するよう依頼する方針で

ある.中国については米国で鉱床デｰタの編集が行

なわれているのでさしあたりそれを利用するがマ

ップ･プロジェクトの総議長が米国の中国系地質学者

の助言によって中国と連絡する努力を続けているので

その成果を期待している.

第16図日本の鉱床分布図(山周および大町による)

るものである.

北西パネノレでは特に地域内の国際協力を重視し

各国の関係者の参加を求めているカミ既にいくつかの

国から原稿図やその他の資料カミ提出されている.また

関係ある国際共同研究計画と協力しデｰタの提供をう

けている.

1977年5月に開かれたパネル議長会議ではマップの

編集のほかに地質構造と資源分布との関係をあきらか

にしマップの標準的な解釈を示すためにいくっかの

代表的な断面図を作ることが検討された.編集の過程

で生じた問題点について1978年の第2回環太平洋エネ

ルギｰ鉱物資源会議で発表し討議することも予定され

ている.

マップの編集刊行ばかりでなく上記のような活動を

通じてこのプロジェクトが環太平洋地域の資源開発と

国際協力のため大きく貢献することが期待される.海

外地質調査協力室では経常研究の1つの柱として所

内外の関係者の協力により編集事業を推進している.

おわりに

環太平洋マップ･プロジェクトは太平洋をとりかこ

む大陸周辺部およびその内側の海域でのエネルギｰおよ

び鉱物資源の探査を促進するため資源の現状と探査の基

礎となる資料とをとりまとめて一連の地図を作成する

とともにデｰタの標準化およびコンピュｰタ化をはか

北酉パネルの事業として作成され入手した図面や資

料は海外地質調査協力室に保管されているか希望があ

ればマップの出版前でもこれらの資料を利用できるよ

う取計う方針である.�


